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令和６年度 学校経営計画表 
１ 学校の現況 

学校番号 中学２ 学校名 県立太田第一高等学校附属中学校 課程 － 学校長名 谷津  勉 

教頭名 [全日制]茂又 孝裕 [定時制]塩谷 直人 [附中]小濵 靖彦 事務（室）長名 横山 弘実 

教 職 員

数 
教

諭 
10 

養

護 

教

諭 

１ 

常

勤 

講

師 

１ 
非常

勤 

講師 
２ 

実習教諭、実習講

師、実習助手 
０ 

事務

職員 
５ 

技術

職員

等 
10 計 29 

生徒数 

１年 ２年 ３年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 

19 21 20 20 20 20 59 61 ３ 

 

２ 目指す学校像 

グローバルな課題の解決に挑む力、持続可能な社会づくりに貢献できる力を育む学校 

 

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 ・学習における理解度に個人差が見られ、習熟度や少人数など、

生徒一人一人の理解度に応じた支援・指導が必要である。 

R5生徒による授業評価（「この授業を通して、知識や技能（技

術）が身に付いた。」（R5 附属中全体の評価平均 3.6）、「この

授業を通して、考えたり表現したりする力が身に付いた。」（R5

附属中全体の評価平均 3.5） 

R5保護者アンケート（教員はわかりやすい授業を展開してい 

ると聞いている。）82％ 

・少人数指導や習熟度別指導を実施するにあたり、生徒

一人一人の実態を把握した上で、生徒の理解度に応

じて、適切な個別指導体制・学習支援体制を構築する

こと。 

進路指導 ・キャリア教育を通して、自己の可能性を発見し、将来の夢に

向かって今の自分に必要なことを考え、判断し、実践してい

く力をつけることが必要である。 

R5保護者アンケート（教員は、将来の進路や職業について、

生徒たちが考える機会を設けている。）83％ 

・キャリア教育の指導方針の改善・充実を図るととも

に、職場体験学習や「未来の自分発見講座」等の機会

を通して、実践的・体験的な活動の充実を図ること。 
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生徒指導 ・SNS等で友達とトラブルになり、教師の介入が必要なケースが

ある。R5保護者アンケート（教員は生徒の悩みの相談にのっ

ている。）80％ 

・SNS等で起こりうる生徒指導事案を具体的に指導する

など、問題行動の未然防止及び早期発見・対応に努め

ること。 

・特別支援コーディネーターを中心に、特別な支援を必

要とする生徒への理解と指導体制の充実を図るこ

と。 

特別活動 ・文化祭などの行事の中で、生徒会が主体となって取り組む姿

が見られる。一方で、高校の生徒会や地域と連携して、附属

中の生徒のアイディアを生かした生徒会活動を展開すること

が可能である。R5保護者アンケート（学校の行事は、生徒主

体で行われており、活発である。）93％ 

・生徒会活動の充実を通して、自治的能力や主権者とし

て積極的に社会参画する力の育成に努めること。 

働 き 方 改

革 へ の 取

組 

・教職員の意識は向上しているが、年間を通して月の超過勤務

の合計を 45時間以内に抑えられない教員がいる。 

・分掌を見直し、業務の平準化を図り、組織として機能

する体制を整える。また、業務の効率化を図り、教職

員の心と体の健康を維持しながら勤務できる環境を

つくること。 

 

４ 中期的目標 

(１) ５年目を迎えた中高一貫教育校の特長を活かし、中高連携の強化と６年間を見通した教育課程に基づく深い学びの実現に努める。 

(２) ねらいを明確にしてＩＣＴを効果的に活用することで、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を推進する。 

(３) 探究を軸とした学びのスタイルの質を高め、課題解決能力の向上に努める。（探究を軸とした学びの推進） 

(４) 心の教育と体験活動を大切にして、豊かな人間性と自主性・自立性・自発性の育成に努める。 

(５) 様々な体験活動を通して、グローバル社会で活躍するための資質・能力を育成する。 

(６) 予測困難な社会に目を向け、他者と協働しながら、主体的に諸課題を解決することができる資質・能力を育成する。（シティズンシ

ップ教育の充実） 

(７) 多様性を受容し、グローバルな視野で思考・表現・判断できる資質・能力を育成する。（ダイバーシティ教育の推進） 

(８) 協力して取り組む体制を整え、業務の効率化を進め、生徒一人一人に寄り添う指導の実現に努める。   
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５ 本年度の重点目標 

 重点項目 重点目標 

(１) ・知識・技能の確実な習得を図るための繰

り返し学習の充実 

・指導の個別化と学習の個性化を図った

指導の充実 

・小テストや学習アプリ Qubenaを活用した学習理解度の把握と個に応じた指導を実

践する。 

・学習内容の習熟度に応じた学習。少人数指導等の充実 

R6 生徒による授業評価（「この授業を通して、知識や技能（技術）が身に付いた。

(3.7）」（R5 3.6）、「この授業を通して、考えたり表現したりする力が身に付いた。

(3.6）」（R5 3.5） 

保護者アンケート（教員はわかりやすい授業を展開していると聞いている。）85.0％ 

（R5 82％） 

(２) ・教育活動のあらゆる場面で、コミュニケ

ーションの場や体験的な学習の重視 

・教育活動のあらゆる場面で、自分の考え

を伝える場の設定 

・「探究プロジェクト」や「中高連携活動」を活用し、他校の生徒や高校生・異学年

の生徒たちとの意見交換による課題解決を体験する。 

・様々な活動において、生徒同士で話す・伝える場を設定し、自分の考えを伝えるこ

とができる。 

生徒アンケート（教員は、生徒同士で話し合ったり、教員に質問したりする機会を設

けている。）100％（R5 97％） 

(３) ・生徒の主体性を生かした探究的な学習

の充実 

・「輝け！私たちの未来 探究プロジェク

ト」の機会を通して、総合的な学習の時

間の指導方法の工夫 

・すべての授業において、年間を通して探究的な視点を取り入れた授業を実践する。 

・他の学校の生徒の発表を通して、指導方法改善のヒントを得る。 

・各教科における生徒の授業満足度 90％を目指す。 

生徒アンケート（教員は、生徒が課題を設定し、議論し、解決策を考える時間を設け

ている。）95％（R5 93％） 

(４) ・学習のねらいに応じたＩＣＴの効果的

な活用 

・各教員がそれぞれの授業において、ICTを意図的・効果的に活用することにより、

「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を推進する。 

生徒アンケート（教員は、タブレットやＩＣＴ機器を活用して、授業を工夫してい

る。）100％（R5 97％） 

(５) ・日常に英語に触れる機会の充実を通し

て、実践的な英語コミュニケーション能

力の育成 

・中学校３年間の段階的な異文化理解体

験を通して、国際教育の推進 

・中学３年終了時点で、英検準２級相当の生徒の割合 50％を目指す。（R5 45％） 

・東京グローバルゲートウェイ（中１）、ブリティッシュヒルズ（中２）、オーストラ

リア海外留学体験（中３）の経験を通して、英語力とコミュニケーション能力の向

上を図り、異文化理解を深める。 

(６) ・１か月平均超過勤務時間数の削減 ・協力体制を再構築し、業務の効率化を推進するための具体的な方策と工夫を行う

ことにより、１か月平均超過勤務時間数を全職員が 45時間以下にする。100％ 

 


